初期インド仏教にみる天界と出家 by 西村 実則
初期インド仏教にみる天界と出家
初期インド仏教にみる天界と出家





すなわちブッダの教えに帰依し、教団に布施 いう功徳を積み、基本的な戒を保てば、 天できる いう。出家者は六道輪廻からの解脱をめざすの



















































































（（）水野弘元『釈尊の生涯』 、 平成十 、 春秋社、 二〇二頁〜二〇三頁参照。（（）『増一阿含経』 、大正蔵二、 六二三頁中下。拙稿「浄飯王の晩年（下） 」






































とある。これも来世は生天することを う。 『相応部』経典「有偈篇」そ ものは直接は出家を対象とする一章とみるべきものである。それゆえ、そこに多数説かれる生 説 在家だけに対して説かれたもの は到底思われない。














































に智者は応に出家を求むべし。二には自ら知るらく、我れ是れ卑賤の人、他に駆使せらるゝも旣にして出家せん後は人の恭敬讃揚礼拜を受けんと。是故 三 当に安隱無上涅槃を得べけん。是故に智者は応に出家を求むべし。四には此より命終して応に天上に生ずべけん。是故に智者は応に出家を求むべし。五 は常に諸佛及び声聞衆の諸の勝人類に讃歎せらるゝ所たり、是故 智者は善法律に於て応に出家を求むべし」と。
２、佛の説きたまへるが如し、 「諸の智慧者は五利を見るが故 応に出家を楽ふべし。云何が五と爲す。一には出家の功徳は是れ我が自利にして他






一、出家の功徳は自分のためであるから、 出家すべきである。二、下賤な身分であれば、 から忌避されることがあるが、しか 出家は反対 尊敬され、称讃され 礼拝さ る。三、出家すれば安穏 、この なき涅槃 達す できる。四、死後、天界に生まれ 三悪道に堕ちることがない。五、諸仏、修行者たちから讃歎さ る
となる。こうした出家者に備わ 五利は『雑事』ばかりでなく、 『根本説一切有部毘奈耶出家事』にも認めることができる。
世尊説きたまへるが如し 「能く出家せん者は五種 利益 り。云何が五 爲す 一に の功徳、是れ我が自利にして他有 共せず、是故に
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（（）『四分律比丘戒本』 、大正蔵二二、 一〇一五頁中。 『四分僧戒本』 、大正蔵同、一〇二三頁上中。（（）『四分律比丘戒本』 、 大正蔵同、 一〇二二頁下。 『四分僧戒本』 、 大正蔵同、一〇三〇頁中。（（）『根本説一切有部毘奈耶雑事』 、 大正蔵二四、 四四頁中。二七六頁下、二七七頁中。（（）『根本説一切有部毘奈耶出家事』 、大正蔵二三 一〇三六頁下。
（（）『解脱道論』 、大正蔵三二、 四〇一頁上。（（）Vism.（.
















































































































と、 生まれない者、 涅槃者、 下位の天界、 無色界に生ずる者まであるという 「五浄居天」 に生まれる方法には 「靜慮」 ばかりでなく 「業」 による場合もある。試みに「靜慮」と「業」の双方とする見解をあげてみると、












心（ 「識」 ）がどの天界に止まるかを分類した教説に「七識住」がある。 『長部』経典「大縁経」に示されるものは、
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問ふ、何が故に、無量を梵住と名くるや。答ふ、梵世は初に在りて具さに得べき 故 り。謂く 未至定は最初に在 と雖 而も具さ する非ず、彼には喜無きが故に 第一靜慮は復、具さ 有 と雖も、而も最初に非ず 上地は倶 闕ぐ。唯、初靜慮のみは梵天の所居、最初にして具さに有するが故に、梵住と名くるなり。復次に、 梵を対治するが故に、梵住と名く。非梵とは既ち是れ欲界 煩悩にして 初靜慮中 慈・悲・喜・捨は彼を近対治するが故に梵住と名く。復次に、非梵行を対治する 梵住と名く 非梵行 、謂く淫 事に 、初靜慮中の慈・悲・喜・捨は彼 近対治するが故に梵住と名くるなり。
一五
大正大學研究紀要 　第九十四輯






































復次に、 喜を離れて捨に住し、 正念正慧にして身受の楽あり、 聖は応に説くべく捨すべきものとの、 第三靜慮に具足して住す。 是れを第三天道と名く。
◦
















































とあるからである。 他方、 一瞬に四沙門果のいずれかに達すると解することは大乗になってから、 たとえば 『法華経』 「随喜功徳品」 に認めることができる。









































































































































































































































目連、汝世間に還れ。却って後七日にして、如来は当に僧迦尸国 大池の水側に往くべしと。是 時目連 臂を屈伸する頃に、還つて舎衞城祇樹給孤独園に詣り、四部衆に往詣して、之 告げて曰く、 「諸賢、当 知るべし。却って後七日 して、如
来
は当に来下して、閻浮里地の僧迦尸の















その三。 異母弟ナンダを帰依させるために、 ブッダはナンダを連れて天界、 地獄を見せる。 この話は紀元前後に生存し、美文体のサンスクリットで𧦅い
上げた仏教詩人馬鳴の 『サウンダラナンダ』 で扱われたものである。もっとも原始経典の 『増一阿含経』 では天界、 地獄双方を訪問したことになっている。
◦





























（（）『善見律毘婆沙』 、大正蔵二四、 七九一頁上。（（）『雑阿含経』 、 大正蔵二、 一三四頁上。拙稿 「マーヤー夫人の死とブッダ」（ 『大正大学研究紀要』第八七号、平成十四年） 、二九頁〜三〇頁参照。（（）『増一阿含経』 、大正蔵二、 七〇五頁中
















































































































（（）『方広大荘厳経』 、大正蔵三、 五七七頁下。（（）『大毘婆沙論』 、大正蔵二七、 四一 頁上。（（）ASP.(V).（（（. 　梶山雄一訳『八千頌般若経』Ⅱ（大乗仏典） 、一二二
頁〜一二三頁参照。
（（）Sukh.（（. 　藤田宏達訳『梵文和訳無量寿経・阿弥陀経』 、昭和五〇年、
法蔵館、七四頁参照。（（）『無量寿経』 、大正蔵十二、 二六九頁中。 『無量寿如来会』では、 「天人の大威者に安処せん」 （大正蔵十一、 九五頁上） とあり、 「天」 を訳出する。（（）『順正理論』 、大正蔵二九、 五五五頁上中。
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